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論説・総説・解説
アメリカの大学における教育事情
―繊維学部の動向を中心として―
菅井清美
1．はじめに
　“繊維”は、被服はもちろんのこと住いのインテリア材料
としても広く利用されてきているが、近年では釣りt、テニス、
ゴルフ、スキーなどのスポーッ用品をはじめ、血管、人工心臓、
透析膜などの医療材料、ビルディングの補強材、橋梁、航空
機のエンジンや一次構造材など産業資材として私たちの生活
には欠かせない材料となってきている。特にわが国の繊維産
業の変化と技術の進展は、世界の先端を行くものである。し
かしながら、繊維産業のこのような迅速な変化に応じた教育
内容の改編や学生・実社会へのアピールにおいての不足か
ら、教育現場では十分な成果を得るまでに至らず、工学都で
の繊維工学科が数えるほどとなり、家政・生活科学系の繊維
・アパレル関連学科もまた大きな変化のうねりに晒されてい
る。
　繊維・アパレルを題材として感性工学研究と教育に関心を
持っていた折、平成ユ1年8月中旬からユ年間、文部省在外研
究貝として米国ノースカロライナ州立大学繊維学部で研修す
る機会を得た。また、帰国後の平成12年ユ月に、新潟県生活
文化研究会において表記の題材で講演する機会にも恵まれ
た。本文はその講演内容をもとに加筆、まとめたものである。
2．ノースカロライナ州立大学繊維学部
　ノースカロライナ州立大学繊維学部は、世界で最も大きな
繊維系学部で、現在、学部・修士・博士課程あわせて約1025
人の学生が在籍している。
　米国の州立大学はランドグラント大学（Land　Grant　Coト
Iege）とも呼ばれ、学生の特に実務的な分野の教育、州社会
に役立つ研究、大学で得られた知識の企業への移行の3つの
義務が科せられている。ノースカロライナ州は最重要産業と
して約35万人の従業者を有する繊維・アパレル産業があるこ
とから、州立大学では繊維学部を有し、
実際にこの繊維学部出身者が米国繊維産
業を引張っているといっても過言ではな
いo
　繊維産業は米国経済にとって重要な対
象ではあるが、日本と同様に製造会社の
88％以上が50入以下の規模で、その運用
活動は複雑で、またしばしば非効率であ
った。生産システムも消費者の要求に答
える製品を必ずしも提供できず、20世紀後半にはマーケット
占有率も少しずつ失い、繊維と衣服の製造業はより安い労賃
の国へと移っていった。しかしながら、その後の労働集約型
産業への転換や北米自由貿易協定締結等によって、1980年代
後半から再び成長を遂げることができた。この頃には産業間
の競争のグローバル化が到来し、繊維学部は州を超えてその
影響範囲を拡大していった。
　表1は大学より提供を受けた数値をもとに、1989年からIO
年間の繊維学部のカリキュラムの変化とカリュラム別学生数
の変動を示している。上述のような杜会状況の変化に伴って
迅速にカリキュラム改正が行なわれており、学生もまた将来
を考慮したコースの選択により入学生数が変化していること
がわかる。
3．ノースカロライナ州立大学の新しい繊維学部教育
　1984年に創立百周年を記念して、大学は州から1万工一
カーの土地を寄贈され、センテニアルキャンパスと名付けた。
この敷地に最初に移転したのが繊維学部で、州から約33億円、
繊維産業界から約12臆円の援助を受けて、延べ面積30万平方
メートルの新しい校舎を建造した。写真1は繊維学部のほぼ
全容で地階もあり、右側の一番大きな建物が学部図書館のあ
る本館である。
　この新しい施設の最大の特徴は建物の地下全域を占めるモ
デル工場で、議維の紡糸から最終製品までの一連の製造工程
の研修ができる最新の繊維機械が整備されたことである。こ
れらの施設ができて、旧校舎ではその古い装置のために問題
外であった行政や産業界との研究協力が非常に容易になっ
たn国際競争に勝ち抜く繊維製造技術の開発を目的とする産
学協同研究プロジェクトが1億5千万の予算でスタートし、
21世紀の米国における研究組織のモデルとしてさらに拡大し
すがい　きよみ
県立新潟女子短期大学生播科学科・
〒950－B680　新潟市海老ケ瀬「171 写真1　センテニアルキャンパスの繊維学部
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表1　カリキュラムによる学部学生数の変動
D，p、r，men，　C、，ricul、m　1989199・199119921993199419951996199719981999
U。design、t。d　T　　79　67　73　78　84　78　73　94101143121
　　　　TAM（TXM）
TATM　　　　TT
　　　　　　（TX）
299　　　307　　　316　　　312　　　334　　　349　　　351
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105
160　　　　194　　　　205　　・　232　　　　210　　　　190　　　　　73
355　　　　339　　　　321　　　　320
113　　　　147　　　　144　　　　148
31　　　14　　　2　　　1
TECS
TEU
　TC
　TE
（TMS）
（TS）
°（TXS）
43　　　　48　　　　62　　　　51
108　　　　118　　　　137　　　　132
34　　　　34　　　　42　　　　49
　　　　　　　　2　　　48
　　　　　　　　　　　24　544755
778　　　815　　　891　　　926
305　　　　312　　　　311　　　　322
43　　　56　　　62
148　　　　159　　　　168
58　　　58　　　55
63　　　75　　　78
18
58
65
　9
974
286
　2
967
276
48　　　　36　　　　31　　　　30
166　　　141　　　148　　　118
59　　　　　54　　　　　54　　　　　56
69　　　　56　　　　43　　　　15
　1
　Total
Freshmen
936　　　　888　　　　886　　　　809
266　　　　232　　　　257　　　　202
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TC：Text且e　Chemi8try，　TE：Text皿e　Engineering（Curriculum　names　m　u8e　as　of　2000）
ていった。NTational　Textile　Centerも新しく立ち上げられた
大学問共同研究組織で、商務省予算の下で活発な繊維基礎研
究が行われている。その後、エネルギー省傘下のAMTEXも
発足しこれらの研究機構は現在、大学の教育と研究に多大な
貢献をしている。
3－1　学部の教育
　現在、繊維学部はTextile　and　Apparel，Technology　and
Management（TATM）とTextile　Engineering．　Chemistry　and
Science（TECS）の二つの学科に別れ、非常に幅広いカリキュ．
ラムの選択ができるようになっている。
　TATM学科では繊維・アパレルマネージメント．と繊維テク
ノロジの2専攻に分かれ、前者はさらにマネージメントの重
点を、繊維またはアパレルにすることによって細分化されて
いる。テキスタイルデザインは後者に含まれる。
　TECS学科は繊維工学と繊維化学の2専攻が設けられてい
るが、繊維工学は繊維学部と工学部による共同カリキュラム
で行われている。一方、繊維化学は染色仕上げ加工マネージ
メント、染色仕上げ加工操作、染色仕上げ加工科学、高分子
化学、一般科学の5つに細分化されている。
　学部を卒業すると理学士号が得られる。卒業に最低必要な
各専攻の専門教科の単位は約122単位であるが、この他にそ
れぞれ推奨科目が設けられている。科目は大部分3単位で構
成されているので必要科目数は少ないが、ひとつの科目に要
する時間が長く、時間外学習の課題も数多く与えられてしっ
かりと修得する仕組みになっている。
　学生はまず化学や工学あるいはマネージメントのような基
礎教養で訓練され、その上で実践力を強化するために繊維教
育が付加されている。従って他学科から転入することも可能
であり、繊維マネージメントのコースでは5年のEli　Whit・
ney　Programがあり、海外での訓練によって幅広い仕事を選
択することもできる。
　参考として、繊維・アパレルマネージメント学科のアパレ
ルマ才、一ジメントを専攻した場合のカリキュラムの一部を表
2に示す。3年生、4年生の科目で、表中の括弧の中は単位
数を表す。
　表2　アパレルマネージメントコー一スのカリキュラム
JUNIOR　YEAR
Fall
remester
・60mm．　for　Engr．＆Technology　or
bomm。　for　Business＆Mgmt．　or
bomm．　for．　Sci．＆Research（3）
EApParel　Production　l（3）
BMgmt．＆Contro1．　Text．　Applic．　Sys．（3）
EPrinc．　of　Soft　Goods　Mktg．（3》
EPrinc．　of　Textile　Meas．＆Eva1．（3）
Spring
remester
・Financial　Management（3）
EApParel　Production　ll（3｝
EProduction　Cost　Text．＆ApParel（3｝
EWet　processing（4）
EHumanities／Soc．　Sci．　Elective（3）
SENlOR　YEAR
Fall
remester
・Apparel　Product　Dev．（3｝
EProd．　Mgmt．　Dec．　for　Text．　Oper．（3）
EManagement　Core　Elective（3》
EManagement　Core　Elective（3）
EApparel　Management　Elective（3）
Spring
remester
・ApParel　Production　lll（3）
ESenior　Prolect（4）
EApparel　Management　Elective（3）
EHumanities／Soc。　Sci．　Elective（3）
3－2　大学院の教育
　修士課程は繊維材料科学、繊維化学、繊維工学、繊維マネー
ジメントとテクノロジの4専攻に分かれ、さらに重点領域を
かえて細分化されている。課程を修了すると、理学修士号が
得られる。一方、何らかの専門的な経験のほかに学部生と同
等の学力を有する人達のために、繊維学修士号が設けられて
いる。テレビ授業によって学位が得られるコースで、最後に
包括的な試験はあるが論文は科せられていない。
　博士諜程を修了すると学術博士号が得られるが、繊維・高
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分子科学（FPS）と繊維テクノロジ・マネージメント（TTM）
の2専攻がある。前者には①高分子化学と高分子合成、②繊
維と高分子の物理学及び物理化学、③繊維関連材料の構造と
力学特性、④染料化学、仕上げ加工ならびにこれらの処理工
程の4つの研究分野がある。
　図1にカリキュラムによる大学院在籍者数の変化を示す。
修士課程では90年代半ばまでTATMにTECSの2倍以上の学
生が在籍したが、90年代後半にはほほ同数となった。今後、
博士課、程のTTM希望者も急激に増加すると思われるが、99
年度のTECSやFPS在籍者数の減少は注目すべき動向である。
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図1　カリキュラムによる大学院在籍者数の変動
3－3教育の拡張プログラム
　教育と研究という大学としての使命に加えて、ランドグラ
ント大学では「拡張（Extension）」という使命を担っている。
「拡張」は大学で得られた成果をその地域社会へ還元するメ
カニズムを意味し、大学を「拡張」して地域社会との境目を
なくすことにより、大学の成果を円滑に社会へ移行する機能
とみることもできる。従って単なる技術移行というより、大
学の地域社会活動そのものであり、社会人教育、市民大学や
中・高等学校で出張理科実験を行ったり、夏休み中にはキャ
ンパスを開放して親子キャンプやさまざまなセミナーを催し
たりすることも「拡張」活動の一環である。
　産学協同研究や大学問協同研究もこの活動の一部と見るこ
とができるが、米国のランドグラント大学には教育・研究を
使命とする学部からは独立した「拡張」活動を行う特別な組
織があり、専門の知識・技術をもつ技官、教育専門の教官、
渉外専門の事務官等、特別スタッフが常駐する。先に述べた
モデル工場での事業はこの「拡張」活動に相当し、この工場
での実験や実習は、原則的には大学の「拡張」グループとの
共同作業ということになる。
　さらに電子メールを利用した遠隔地教育のカリキュラム作
りからその実施、企業向け七ミナーの企画と実施、地域の中
学校・高等学校へ理科実験の出前や大学のデモ授業の企画な
ど学部の対外的な研究活動、教育活動の一切を取り仕切る。
「拡張」活動で特に重要なのは、企業依頼による技術者、経
営者の再教育で、企業の要請に合わせたカリキュラムや教材
をその都度編成し、学部教官と共同で最新の技術、最新の知
識情報を提供することである。
　拡張活動の一環として繊維の技術・操作のショートコー・・一ス
があるが、近年では産業問の競争がグローバル化し、北アメ
リカ全域から受講者がやってくる。1998年には800人以上が
参加したが、出席者の中には繊維出身者でない人も多くなり、
繊維の用途の拡大と関心の高さを示している。
4．わが国の繊維とその関連教育
　　　一基礎技術から幅広い産業用基盤教育まで一
　ノースカロライナ州立大学繊維学部は世界一多様な繊維教
育のプログラムを用意しており、わが国の繊維教育に比べ、
マネージメントに相当な比重を置き、アパレルにもちからを
いれている。
　わが国における繊維教育の形態は、学部では一般教育や専
門基礎教育に重点を置き、大学院で専門性の高い教育を行っ
ており、どちらかというとイタリア、フランス、ドイツに近
い教育形態である。かってはわが国の繊維教育も実務的で、
生産工程の管理技術者を養成していた。その時々に使用され
た様々な織機を、いくつかの大学付属繊維博物館で見ること
ができる。しかしながら、高度成長期以降の繊維産業構造の
変化とともに、教育現場も変わらざるを得なくなった。そし
て①繊維関連産業は生産中心から開発中心に移行しているこ
と、②繊維工学の産業における領域が衣料中心から産業用繊
維や医療用繊維へと拡大を続けていて、これら多岐にわたる
産業用繊維の具体的なすべての技術を学部教育で修得するの
は困難であるという認識が、大学と産業界の両者にあること、
従って、③技術者の現場的な知識は入社後に習得させるので、
むしろ応用分野や新分野に取り組める基礎専円知識を大学で
十分身に付けてきて欲しいという企業側の要望があることな
どを考慮して、学部では基礎教育、大学院では専門教育に重
点を置くという今日の繊維関連教育の方向性が整えられたと
いえる。実際に、繊維の伝統がある大学をはじめ多くの大学
の研究室では繊維という名称がなくなり、繊維の総合的な教
育は受けてなくても、卒業研究等を通じてそれぞれ繊維に関
連する特定分野の先端的な研究と、その基盤技術や学理を学
習する機会が与えられている。一方、繊維という名称を残し
　てこれまで以上にアピールして、よりわかりやすい最新のイ
　メージで教育改革を進めている信州大学繊維学部や京都工芸
繊維大学がある。ここでも、繊維産業だけでなく、その他の
　産業分野でも活躍できる有能な人材を育てるために、繊維に
　関連した知識や理解力を身に？けさせるだけでなく、それを
　支える基礎科学と基礎技術を身につけさせることに重点をお
　いている。また、IU：界に先駆けて感性工学講座を立ち上げ、
　工学のなかに人のこころや感情をとり入れる新しい領域の教
、
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育を行っている。現在ではKANSE1　ENGiNEERINGの名称が
［Ll：YFで使珊されているが、鐵維学部ゆえに、いちはやくこの
領域を講座にまで成しえたといえる。
5．新時代に向けての教育の課題
5－1デザイン型科目でさまざまな課題に取り組む
　科学技術の目覚しい発展により科学技術の経済への影響が
強まり、技術が地方や国の経済の重要な因子となって、人材
育成はこれまで以上に重要な課題となっている。また、技術
の発展が産業社会のグローバル化をもたらしているなかで今
後期待される教育のひとつに、現実の課題を見出し、課題を
解決していく能力と喜びを教える教育がある。こうした「課
題設定、課題解決」の能力の育成を目的とする科目を「デザ
イン型科目」あるいは「創成型科目」と呼び、これらを中心
とする教育改革が日本の教育プログラムに関する検討委員会
でも提唱されている。一見、卒業研究と似ているが、基礎科
目からの積み上げの上で行うのではなく、専門基礎、專門科
目を修得していない低学年から、それらと平行して取り組ま
せる点で異なっている。創成型講義は上記の課題解決能力の
育成の他に、未知問題への取り組みのスキルの修得、専門へ
の動機付け、技術や研究への興味付け、現場現実との関わり
の中での知識の修得などの点でも効果があるといわれてい
る。現在の科目の中では実験実習、設計製図などがそれに近
いものであるが、米国では講義の授業においてもユ科目3～
4単位でこのような授業形態がとられている。図嘗館等でし
ばしばグループ討論がみられる所以でもある。
5－2　キャンパスをユニークな地域共同体に
　ノースカロライナ州立大学繊維学部は時代の要請に答えた
教育や研究の在り方を模索して、199ユ年春に大学のメインキ
ャンパスからセンテニアルキャンパスに移転し、現在では新
しい大学経営の先陣を斬っている。
　大学自らがキャンパス内の研究・開発基盤を整備して建物
をはじめ研究内容や人材を地域に提供し、ハイテク産業と教
育の両世界が結びついたユニークな共同体を形成している。
そこで企業や行政のパートナーは大学の教員と共同研究し、
学生をインターンとしてあるいは研究開発チームで働く博士
課程の学生として雇う。このような関係を結ぶことで、大学
は主要分野で実社会の経験を積んだ卒業生を育てるのに役立
つ。関係者は問．題を解決し、新しい製品を生産し、より良い
事業を展開し、より活発に労働者をも訓練する。結果として、
大学にとっては財政上の利益を、産業界にとっては生産の利
益を、また学生にとっては実社会教育の受益を得ることにな
る，、
　現在、アメリカにはほぼユ50のリサーチパークがあるが、
センテニアルキャンパスのように急成長している大学やリ
サーチパークはないとも言われているほどである。地域の技
術者の育成や通信インフラの整備．．研究機関への投資などが
進んで、20田年4月の全米都市IT度調査でもノースカロラ
イナ州立大学がある州都ラーり一は上位に食い込み、地域全
体として産業の構造改革が進んでいることが示されていた。
大学をこのようなユニークな地域共同体にすることができる
写真2　CIS　Graphics　Snc．，　Cotton　lnc．とノースカロライ
　ナ州立大学繊維学部で共同開発した感性織物創造のための
　CYROS．n／測定装置
か否かも、大学の発展や存続を左右する大きな要因となるだ
ろう。
6．おわりに
　繊維をひとつの．題材として、産業の変化と教育のあり方に
ついて、米国ノースカロライナ州立大学での経験を踏まえて
まとめた。少子化、経済不況、経済的自立化圧力等々の課題
の苦い洗礼をすでに受けたアメリカの高等教育の有り様は大
学の今後を考えるうえでたいへん参考になった。
　今、日本の大学は独立行政法人化に向けてさまざまな検討
がなされており、本学もまた四年制化に向けて改革が求めら
れている。大学の規模が小さければ小さいほど、大学の個性
化も要求される。大学審議会でも述べられているように、①
総合的な教養教育の提供を重視するか、②専門的な職業能力
の育成に力点を置くか、③地域社会への生涯学習機会の提供
に力を注ぐか、④最先端の研究を志向するかなどの多様な理
念・目標のなかから、本学の目指す方向をより具体的に設定
し、学生を惹きつける教育プログラムを構築していきたい。
文　献
　1）菅井清美，繊維学会誌，56，p－2ユユ（2000）
　2）中沢　賢，繊維機械学会誌，53，p16（2000）
　3）前川善一郎，繊維機械学会誌，53，p25（2000）
　4）梶原莞爾，繊維機械学会誌，53，p29（2000）
一22一
